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田淵行男記念館（4672・9964）

第 4 回飯沼冬彦先生の「おもしろ自然教室」受講生募集
　光城山で夏の植物を観察します。身近な自然を楽しく学んでみませんか。
●日時　7 月 18 日（土）午前 9 時～ 11 時 30 分 ●集合　田淵行男記念館
●定員　15 人（先着順） ●受講料　400 円（資料代・保険料など）
●申し込み　6 月 28 日（日）～ 7 月 16 日（木）までに受講料を添えて記念館窓口へお申し込みください。

親子水辺探検教室受講生募集
　涼しげなわき水の中を親子で探検してみませんか。田淵行男記念館のまわりの水辺で、生き物観察や水質検査をします。
●日時　7 月 19 日（日）午前 10 時～正午 ●場所　田淵行男記念館周辺の水辺
●内容　水辺の生き物観察や水質検査 ●講師　加々美 孝男さん（長野県自然観察インストラクター）
●定員　25 人（小中学生および保護者） ●受講料　50 円
●持ち物　長靴・バケツ・水中メガネ・水中用の網・帽子・飲み物など
●申し込み　7 月 16 日（木）までに記念館窓口へお申し込みください（電話可）。

第 16 回田淵行男をしのぶ常念登山参加者募集
　生涯で 206 回常念岳に登った田淵行男の足跡を追って、常念登山を行います。眺めるだけの山でなく、思い切って登
山に挑戦してみませんか。
●日程（1 泊 2 日）
　　　　8 月 4 日（火）午前６時豊科駅集合（貸し切りバス）～一ノ沢登山道～常念小屋～常念岳頂上～
　　　　常念小屋泊（田淵行男をしのぶ夕べ）
　　　　8 月 5 日（水）常念小屋（高山蝶・植物の観察、横通岳散策）～一ノ沢登山道～豊科駅（貸し切りバス）
　　　　午後４時解散予定
●講師　堀 勝彦さん（写真家）、山田 恒男さん（常念小屋二代目主人）　●定員　25 人（先着順）
●参加費　17,000 円（山小屋代、バス代、受講料、保険料など）
●申し込み　6 月 27 日（土）～ 7 月 16 日（木）までに、参加費を添えて田淵行男記念館窓口へお申し込みください。

（電話可）なお、登山説明会を 7 月 20 日（月・祝）午後 3 時から、ビレッジ安曇野で開催します。お申し
込みの人はご参加ください。

安曇野髙橋節郎記念美術館（481・3030	682・0551）

「仰げば尊し　１人と５人の漆芸家」展開催
　東京藝術大学で髙橋節郎に教えを受けた５人の漆芸家、並木恒

つね

延
のぶ

、三田村有
あり

純
すみ

、小林伸好、佐々木敏彦、佐々木達郎
の作品、そして髙橋節郎の作品を紹介します。

●会期　7 月 11 日（土）～ 8 月 30 日（日）
●開館時間　午前 9 時～午後 5 時
●休館日　毎週月曜日（7 月 20 日は開館）、7 月 21 日（火）
　　　　　※ 7 月 10 日（金）は臨時休館
●観覧料　一般 600 円、高校・大学生 400 円
　　　　　中学生以下・70 歳以上無料
　　　　　（20 人以上団体割引あり）
●展覧会記念講演　漆芸家・並木恒延さん
　　　　「髙橋節郎の教えと私の制作 ‐ 漆芸技法いろいろ実演」
　　　　8 月 1 日（土）午後 1 時 30 分～約 2 時間

夏休み小学生漆パネル制作講座参加者募集
　小学生とその保護者を対象に講座を開催します。漆塗りの小パネルに、漆芸技法を駆使し、金粉や色粉、あわび貝の
薄板などで絵模様を付けます。
●日時　8 月 8 日（土）、9 日（日）午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分（2 日間参加が条件）
●定員　小学生とその保護者 10 組 20 人（先着順）●指導　東京藝術大学漆芸研究室
●材料費　4,500 円（１組）　　　　　　　　　　　●持ち物　昼食、材料費、鉛筆、消しゴム、ピンセット、小はさみ
●申し込み　6 月 30 日（火）～８月６日（木）（午前 9 時～午後 5 時、休館日を除く）に電話でお申し込みください。
※ 9 月 26 日（土）、27 日（日）に一般対象の同様の講座を開催する予定です。（8 月広報に募集記事掲載予定）

貞享義民記念館（477・7550	677・7551）

信州の義民を訪ねて～その３～　参加者募集
　貞享騒動に先立つこと 12 年の延宝２年に起きた松代藩二斗八騒動。貞享騒動に影響を与えたであろう二斗八騒動の
遺跡を訪れます。あわせて騒動が起きた松代藩の歴史と文化を学びます。
●日時　　７月 15 日（水）午前８時集合、午後５時解散予定
●見学先　長野市公文書館・義民助弥関連遺跡・松代藩関連史跡　●募集人数　30 人（先着順）
●参加費　無料（松代町内の史跡見学料は自己負担） 　●持ち物　昼食・水筒・雨具・自己負担分見学料
●申し込み　記念館に直接電話でお申し込みください。

布で作る造形山野草とフラワーボトル展
サギ草など自然の草花を正確に布で作った造形山野草と、ビンの中に花を飾ったフラワーボトルを展示します。
●会期　７月２日（木）～ 29 日（水）（休館日６日・13 日・21 日・27 日） ●時間　午前９時～午後５時
●場所　記念館企画展示室  ●入場料　無料（常設展示は有料）
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河野齢蔵
「白馬岳のお花畑を登る女子学生」

（1916 年 8 月撮影）

河野齢蔵
「黒部川の吊り橋」
（1920 年 7 月撮影）

田淵行男「初冬の浅間山」
（1940 年 12 月撮影）


